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台湾における口蹄疫の続発に伴う畜産関係者等ヘの指導の徹底について

当協会の業務運営につきましては、日頃からご支援、ご協力を頂きお礼申し上げます。

さて、標記のことについて、農林水産省消費・安全局動物衛生課長より通知がありまし

たのでお知らせします。
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台湾における口蹄疫の続発に伴う畜産関係者等ヘの指導の徹底について

このことについて、別添のとおり各都道府県畜産主務部長宛て通知しましたので、御了

知の上、円滑な防疫対策の実施につき御協力方お願いいたします。

23消安第5338号

平成 24年1月24日

農林水産省消費・安全局動物衛生課長
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都道府県畜産主務部長殿

台湾における口蹄疫の続発に伴う畜産関係者等ヘの指導の徹底について

台湾における口蹄疫の発生については、直近では、昨年10月30日に澎湖(ホウエ)

県馬公市で、同年12月7日に桃園県蘆竹(ノレージュー)市で、同年12月19日に台南市

で相次いで確認されており、これらについては「台湾における口蹄疫の新たな発生に

伴う畜産関係者等ヘの指導の徹底にっいて』(平成23年Ⅱ月8日付げ部消安第4102号
農林水産省消費・安全局動物衛生課長通知)等によりお知らせし、広く畜産関係者等

への周知及び農場における飼養衛生管理基準の遵守の徹底等を御指導いただくよう、

お願いしたところです。

今般、台湾当局から国際獣疫事務局(0 IE)に対し、本年1月19日に新たな口蹄

疫の発生が確認された旨、通報されました。別添の0 IE情報等によると、本事例は、

台湾本島の屏東(ヘイトウ)県から澎湖島(澎湖県馬公市)に輸送され、検疫所で係

留中の豚に臨床症状(水萢)が認められ、 PCR検査の結果が陽性となったものです。

今回の事例.も含め昨年10月30口以降の4件の発生事例については、全て豚で水萢等

の典型的な症状が認められており、豚は口蹄疫ウイノレスの"増幅動物"であることか

ら、大量のウイルスが体内で増幅され、環境中に放出されていると考えられます。・ま

た、春節を迎え、台湾内外における人の動きや豚の流通が活発化しており、口蹄疫ウ

イルスの我が国ヘの侵入も危倶されるところです。

つきましては、台湾及び周辺諸国の口蹄疫の発生状況を別添のとおり更新しました

ので、適宜御活用の上、引き続き、家畜伝染病予防法佃召和26年法律第166号)に・基

づく飼養衛生管理基準の遵守について畜産関係者等ヘの指導の徹底をお願いいたしま

す。

な謁、今後も海外における口蹄疫等家畜伝染病の発生状況等の必要な情報を当省ホ

ームページ等を通じて積極的に公表してまいりますので、御留意ください。

<農林水産省ホームページ:家畜の疾病に関する情報>

UR L : h力tp://W脚. maff.Ξ0. jp/j/syouan/douevkatiku_yobo/index. h工ml
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【0IE情報等V24】台湾.(澎湖県馬公市)における口蹄疫の発生につぃて

平成24年1月24日

動物衛生課

出典:0IEホームページ等

http://web. oie. int/wahis/public.php?pa旦e=single_repor士&POP詔1&reportld=11538

台湾における口蹄疫の発生について、0IEヘ報告a/23)がありましたのでお知らせいた
します。

【概要】

・発生数

・発生日

・確定日

・血清型

1件(緊急通報)

2012年1月19日

2012年1月21日

0型

【発生状況】

・発生場所:台湾澎湖県馬公市

・概要

台湾本島(屏東県)から澎湖島ヘ輸送され、検疫所で係留中の肥育豚のうち数頭から

水癒が発見された。国立研究所にて町一PCRを行った結果、'口蹄疫血清型0型陽性。

淘汰、施設の清掃・消毒は完了。

台湾本島における産地養豚場及び本養豚場から半径3km圏内にある偶蹄類を飼育して

いる農場(牛/山羊/鹿農場1、山羊/豚農場1、鹿農場1、山羊農場5、牛農場刀において、

臨床検査と疫学調査を実施。結果は、対象動物は全て健康で臨床学的,・疫学的感染の
証拠は確認されなかった。

現在淘汰した肥育豚から採料した材料について追加の検査を実施中。

澎湖県馬公市

【動物種1

音サ蛮地図

豚

【診断】

.診断施設

【飼育頭数】

【対象】

239

屏東県

0

豚

【感染源】

不明または調査中

Animal Health Research lnst辻Ute (国立研究所)

0

【症例数】

'苫

140

【現地当局の対応】

・淘汰、隔離、スクリーニング、施設等の消毒

・ワクチン接種しない

・患畜を治療対象としない

＼

【検査】

【死亡数】

町一PCR

口

0

【淘汰数】

【検査結果】

239

陽性

【と畜数】

0

【診断確定日】

2012/V21

卸
患



台湾における口蹄窒の発生状況⑳11年~)
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⑤南投縣

澎湖縣

台北市

⑫⑨①

嘉義市

0

基隆市 20Ⅱ年
場所 日付 血清型 臨床所見

①澎湖無馬公市 3月22日(0型、豚)

②貪南ホ_工營郷__"___L3万_21_日___【Ω型._豚1___________Ω___"_____
③新竹縣新埼郷 5月6日(0型、豚) X

④彰化縣永靖郷 5月16日(0型、豚) X

⑤彰化縣田尾郷 5月23日(0型、豚) X

⑥新北市鴬歌区 7月U日(0型、豚) X

⑦台南市Shi部鴫区:7月26日(0型、豚) X

⑧雲林縣i三嶺郷______Ξ19旦_工9旦__【Ω型._駆】___________X_________
⑨澎湖縣馬公市.10月30日(0型、豚) 0

⑩桃園県蘆竹市:12月7日(0型、豚) 0

⑪台南市Boim飢区:12月19日(0型、豚) 0

雲林

8

がめて

嘉義縣

2012年1月24日現在

高雄市

た日)

莚縣

台東縣

2012年

⑫澎湖県馬公市 1月19日(0型、豚)
(入豚は台湾本島南部屏東縣由来)

①、⑨~⑫は、RT-PCRでも陽性が確認されている事例

※日付は生日々の

場所は口蹄疫確認地。

出典:0IE WAHID 他
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中国、香港、台湾、韓国、モンゴル、ロシアにおける口蹄疫の発生状況(2011年1月以降の発生)
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寧夏回族自治区

2011年10月16日(0型)牛・羊・山羊
^

弔.........
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※更新点:台湾における口蹄疫(0型)の発生(201υν19)
本地図「アジアにおける口蹄疫の発生状況20如年1月以降」を、「2011年1月以降の発生地図」1こ更新
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台湾

〔台南市下營郷〕2011年3月21日(0型)豚

〔晟湖県烏公市〕2011年3月22日(Q型)豚
〔新竹県新鯆郷〕2011年5月6日(0型)豚
〔彰化県永靖郷〕2011年5月16日(0型)豚

膨化県田尾郷〕2011年5月23白四型)豚
〔新北市歌区〕2011年7月11日伯型)豚
〔合南市ShlE.0ミ区〕2011年7月2b日(0到豚
〔雲林県二需郷〕20"却仏月19 χ0型)豚
〔澎湖県馬公市〕2011年10月30 (0型〕豚
〔桃園県盾竹市〕2011年12月7日(0型)豚

湖北省

2011年12月27日(0型)豚

甲.

'

2012年1月24日現在

北朝鮮
(黄海北道)
2011年1月4日(0型)牛・豚

(黄海南道)

2011年1月17日(0型)牛

(平安北部)
20"年1月21日(0型)牛

^

^

〔台南市Boim印区〕2011年12月19日(0型)豚
、 201 119 0

韓国

(慶尚北道

2010年11月26日以降(0型)牛・豚

(慶尚南道)
2011年1月23日以降(0型)豚・山羊
(京畿道)

2010年12月14日以降(0型)牛・豚

(江原道)
2010年12月21日以降(0型)牛・豚・羊

(仁川広域市)
2010年12月23日以降(0型)牛・豚
(忠清南道)
2011年1月1日以降(0型)牛・豚

(忠清北道)
2011年1月4日以降(0型)牛・豚
(大邱広域市)

2011年1月17日以降(0型)豚
(釜山広域市)
2011年2月6日以降(0型)豚

(大田広域市)

2011年2月巧日以降(0型)豚

(蔚山広域市)
2011年2月26日以降(0型)豚

^

^

※出典:0IEほか
※日付は生日 々の がめて
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